
PBR改善に向けて現状分析 対話状況

 対話機会・当社対応者

内容 当社対応者 2025年実績 開催方法等
定時株主総会 全取締役、全監査役 1回 対面での開催

決算説明会 全執行取締役 5回
・オンライン又はハイブリッドでの
開催

・説明会資料・動画や書き起こしを
ウェブサイトで公開

個別面談 IR担当役員、財務担当役員、
IR・広報室長、財務部長

86回
(25年目標 50回) オンラインまたは対面での対話

施設見学会・新商品発表会 代表取締役社長、IR担当役員他 2回 対面での開催

事業説明会 代表取締役社長、IR担当役員他 2回 オンライン又はハイブリッドでの開催

個人株主向け施設見学会 代表取締役社長、総務担当役員他 1回 対面での開催

個人投資家向けIRフェア 代表取締役社長、IR担当役員他 1回 IRフェアへの参加

問い合わせ対応 IR部門、総務部門 随時 HP、電話、メール等での対話

株主・投資家との対話状況（2025年度実績）
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 代表取締役社長による四半期毎の決算説明会や個人株主向け説明会等を実施し、取締役をはじめとする役員
による株主・投資家の皆さまとの対話機会の充実を図っております。
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業績関連
経営戦略

・井関グループの強み
・事業に関する需要動向
・プロジェクトＺ施策と進捗状況
・資本コストや資本効率を意識した経営
・事業ポートフォリオに関する管理体制

ESG関連
・気候変動への対応状況
・人的資本に関する取り組み状況
・役員報酬制度

株価・
株主還元

・株価・PBRに対する課題・対応
・株主還元の方向性

 対話相手の属性

 主なテーマ・関心事項
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内容 報告方法 頻度 対象

投資家・アナリストとの個別面談
株主・投資家からの意見・要望等
株式関連指標・株価情報
IR活動報告

面談概要をレポートにて報告 都度 全取締役
広報連絡会にて面談概要・株価状況等を報告 月次 経営会議メンバー
取締役会にて面談概要・株価状況等を報告 四半期 取締役会メンバー
トップミーティングにて株主・投資家からの
意見や関心の高いテーマを報告 月次 代表取締役社長、IR担当役員

その他報告（株主・投資家関連） 株主構成、機関投資家等の株式保有動向等を
必要に応じて報告 都度 経営会議メンバー等

ご意見・ご要望等 当社対応

IR情報発信の強化 ・決算説明会の書き起こし公開
・個人投資家向けイベントへの出展や事業説明会（オンライン）の実施

 経営陣へのフィードバック

 対話を踏まえて取り入れた事例

IR・広報室が報告やフィードバックを実施
・対話より得られた株主・投資家の皆さまの意見、関心・懸念事項などについては、内容に応じて経営陣にタイムリーに報告
・当社事業に関連する情報については、適宜、関連部門にフィードバックし事業活動への反映・改善を図っている
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